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あいかわ町災害ボランティアネットワーク(ＡＳＶＮ)

●横顔　　　　設立:　平成21年5月
災害、特に地震災害は防げません。しかし、日頃の備えで「減
災」は可能です。先ず、自分や家族の身は自分で守る。次に隣
近所の助け合いの輪を作っておく。このことは、阪神淡路大地
震が証明しています。地域の住民同士、町民と行政、近隣市町
村で活動をする団体同士、これらが日頃より『顔の見える関係』
を作っていくことです。ＡＳＶＮは防・減災の知識を自ら訓練
し、地域に広める活動をしています。
●問い合わせ先　代表　石田安秀さん　℡090-3042-5537
　　　　　　　　　　ＨＰアドレス　　http://asvn-aikawa.cdx.jp　
●代表の声
　災害に関しての自治会・行政などの対応組織においては「担当者の任期」という制限があり、継続性の障害と
なっています。私たちＡＳＶＮは、この任期の壁を乗り越え、継続したネットワークづくりを心がけています。
身の回りの日常生活の中には、『防・減災に役立つ』知識はイッパイあります。地域での顔の見える関係とこの
知識の発掘が、私たちの身をまもるのです。
●探訪感想
　消防庁舎で行われた「災害ボランティアコーディネーター養成講座」に参加されている「ＡＳＶＮ」を取材し
ました。図上訓練が行われ各地域の地図に避難場所や危険区域など記入していきながら、問題点・長所など確認
していきます。自分の地域のことなのによく知らない事を実感しました。代表が言われていた『減災』は日頃の
心がけひとつで誰にでも出来ることなのです。

愛川町点訳友の会

●横顔　　　　設立:　昭和57年9月
社会福祉協議会の「点訳講習会」に参加された人達が中心となり
立ち上げた会です。本会は点訳等を通し障害者の福祉向上を図る
ことを目的とし、カレンダー作り等から始まった活動も、現在で
は、月２回の勉強会を中心に本の点訳、学校教育協力、地域への
協力等の活動を実施。また、定期的な点訳基礎講座も開催してお
り今年も5月開催を予定しました。小さなグループですが、仲間
づくりを大切にした穏やかなボランティアグループです。
●問い合わせ先　社会福祉協議会　℡046-285-2111（内線3793）　
●代表　有馬祐子さん
　点訳は特殊ではありますが、とてもやりがいのある活動です。
５月に「点訳基礎講座」を開催致しますので一緒に活動しませんか。お問い合わせは愛川町社会福祉協議会まで。
点訳ボランティアに興味のある方の参加をお待ちしております。
●探訪感想
　1月21日の勉強会に取材のため、お伺いしました。穏やかな空気を感じるその会場で、点字を初めて習ってい
る方や、小説を点訳している方、パソコンを使用して点訳作業をしている方々に初めて接する探訪者の私にとっ
て感動のひと時でした。ただ残念なことは愛川町では、その活動があまり知られていなく、利用されていないと
いうことです。5月に開催される「点訳基礎講座」に是非多くの方が参加されることを祈念して席を後にしました。

シリーズ　サポセン利用団体探訪
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■編集後記
　あいかわ町民活動サポートセンターは、この3月で5年目となります。飛行機にたとえるなら離陸して水平飛行の段階に
きている感があります。つまりそろそろマンネリ化を迎える時期にきているのかもしれません。そこで先月の2月23日には
次年度以降にも繋がる企画を打ち出しました。本号で特集いたしましたが、これからのサポセンは登録団体の横の連携に
重点を置いて活動していきます。町民活動の活性化のため、スタッフ・運営委員は今後とも努力してまいりますので、
皆様方のご支援ご協力、よろしくお願い致します。(Ｍ・Ｗ)


